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I.は じめに

　下北医療圏整備の中、本学教育セ ンター研修科では平

成15年 度か ら 「下北保健医療福祉 に係わる協力支援」を

立ち上げ、医療的に過疎 といわれている下北地域に対す

る支援事業を行 ってきた。平成17年 度からは官学連携研

究(下 北支援研究)と して、リハ ビリテーション病院の

業務改善に取 り組み、 リハ ビリテーションケア(リ ハケ

ア)に 対する共通理解を深めるとともに、看護職、介護

職の研修支援 を行ってきた。本研究では、その一環 とし

て、看護職、介護職のリハケアの実態 を明 らかにするた

め、連続観察法により調査 を行ったので報告する。

Ⅱ.目 的

　療養型病院で行われている看護職、介護職のリハケア

の実態を明らかにする。

Ⅲ.研究方法

1　 対象

　 1)療 養型病院の1～3病 棟職員のうち調査 日に勤務

　　していた看護職49名 、介護職48名 。

　 2)調 査当日入院中の患者100名

2　 調査期間

　　平成17年9月 から平成18年2月 までの問に3日 間連

　続で各病棟1回(計3回)

3　 方法 ・内容

　 1)連 続観察法により、当 日勤務の看護職 ・介護職員

　　のケアの所要時間を1分 間隔で記録 した。ケア内容

　　の分類 は、 【身の回りの世話】 【機能訓練】などの直

　　接ケア(15項 目)、 【行事 ・連絡 ・会議】の間接ケア

　　 (7項 目)、 【投薬・処置】の診療の補助(5項 目)に

　　分類 した日本 リハ看護学会作成の コー ド表を用い

　　た。

　 2)入 院患者の疾病、入院期問、日常生活活動の状況(F

　　 IM:functional　 independence　 measure)を 研究者

　　がカルテから情報収集 した。

　 3)看 護職員の業務量 ・業務内容にについて無記名ア

　　 ンケー ト調査 を行った。

4.倫 理的配慮

　調査は病院組織の業務改善の一環であるが、結果の公

表については対象 となる看護職 ・介護職員に対 して、匿

名性 を遵守すること、病院管理者には各個人の情報 を提

供 しないことを口頭及び文書で十分に説明し同意書で同

意を得た。また、連続観察法の観察者である学生アルバ

イ トには、データ収集についての守秘義務の誓約書 を交

わした。さらに、入院中の患者 ・家族に対 しては、掲示

物等で調査の実施と個人情報の保護を遵守する旨を周知

した。なお、調査 は青森県立保健大学倫理委員会の承認

を得て実施 した。

Ⅳ.結果と考察

1　 職種別ケア内容の比較

　　全病棟の看護職、介護職のケア内容は、直接ケアが

　47%、 間接ケアが48%、 診療の補助が5%で あった。

　病棟別では大きな違いはみ られなかった。

　　職種 別では、看護職が 直接 ケア39.0%、 間接 ケア

　53.8%、 診療の補助7.2%で あった。介護職は直接ケア

　54.6%、 間接ケア43.0%、 診療の補助2.4%で あ り、看

　護職の方が間接ケアと診療の補助が多 く、介護職の方

　 は直接ケアが多かった。

2　 ケア内容別業務量(所 要時間)

　　全体で所要時間が最 も多かったケア内容は、間接ケ

　 アの 【行事 ・連絡 ・報告】であ り、次いで[コ ミュニ

　ケーシ ョン]、「食事 ・栄養 ・補液」であった。最 も所

　要時間が少なかった内容は[身 体機能の維持 ・増進]

　であった。職種別に職員一人当た りの業務量を比較 し

　たところ、介護職 よりも看護職の業務量が多かったケ

　 ア内容は、[巡視 ・観察 ・測定]、[診 療援助]、[連 絡 ・

　報告 ・情報収集]、[記 録]な どであった。 また、介護

　職の方が業務量が多かったケア内容は、直接ケアでは

　 [コミュニケーション]、[食 事 ・栄養 ・補液]、[排 泄]、

　 [清潔・整容、更衣]、[起 居 と体位変換]、[入 浴]、[移

　乗]、[移 動]な どであ り、間接ケアでは、[感染予防]、

　 [環境]、[洗 濯]な どの 【身の回りの世話】であった。

　　病棟別の比較では、1病 棟では、[更衣]「排泄」「コ
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　 ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 「感 染 予 防 」[機 能 訓 練]の 業 務 量

　 が 多 か った 。2病 棟 で は、[清 潔 ・整 容]「 入 浴 」[問 題

　 行 動]の 業 務 量 が 多 く、3病 棟 で 多 か っ た 業 務 量 は 、

　 [起 居 と体 位 変 換][診 療 援 助]で あ っ た 。

3.入 院患 者 状 況

　 　 調 査 時 の 患 者 の平 均 年 齢 は78歳 で あ っ た 。 平 均 入 院

　 期 間 は1年4ヶ 月 で 、 発 症 か らの 平 均 期 間 は3年1ヶ

　 月 で あ っ た 。 主 な疾 患 は 脳 梗 塞 が45名(45%)、 脳 出血

　 が25名(25%)で 麻 痺 が 残 っ て い る人 が26名(26%)

　 で あ っ た 。 ま た 、病 棟 別 の 患 者 状 況 を 日常 生 活 活 動

　 (FIM)で み る と、各 病 棟 にFIM得 点 の低 い 患 者 が

　 入 院 して い た が 、 特 に3病 棟(介 護 型 療 養 病 床)に 得

　 点 の 低 い患 者 が 多 くみ られ た。

4.看 護 職 ・介 護 職 員 へ の 業 務 量 ・業 務 内容 に 関 す る ア

　 ンケ ー ト調 査

　 業 務 につ い て の 不 満 は 「か な りあ る」6人(11.1%)、 「あ

る 」18人(33。3%)、 「少 しあ る 」22人(40.7%)に 対 し、

業 務 へ の 満 足 感 が あ る 人 が50人(92.7%)、 な い 人 は8人

(14．8%)で あ っ た。 達 成 感 が あ る 人 は46人(85.3%)、

業 務 の 疲 労 感 は 「か な りあ る」23人(42.6%)、 「あ る」

20人(37.0%)、 「少 しあ る 」10人(18.5%)、 ケ ア 計 画 の

実 施 は 「で き た 」20人(37.2%)、 「少 し で き た 」33人

(61.1%)で あ った 。 充 実 させ た い ケ ア は 、 「日常 生 活 の

自立 促 進 」が 最 も多 く27.8%、 次 い で 「活 動 性 」18.5%、

「日常 生 活 動 作 の 自立 維 持 」16.7%で あ っ た 。

Ⅴ

.考 察

　全病棟 をみ ると直接ケ ア と診療 の補助 を合 わせて

52%、 間接ケア48%と ほぼ同率であった。リハ施設にお

ける業務量調査(1998年)で は、間接ケア36%、 直接ケ

ア(診 療補助を含む)64%と 報告されてお り、それに比

し、本調査での間接ケアの時間が非常 に多かった。通常、

療養型病床群では直接ケアが多いことから、ケア内容を

見直 し直接ケアを充実させる必要がある。また、身体機

能の維持 ・増進や機能訓練の業務量が少な く、全介助が

多 く認められたことから、患者の活動性や自立を促すよ

うなリハ を考慮 したケアが不十分であることが考えられ

る。さらに、看護職に間接ケアが多 く介護職に直接ケア

が多かったことから、直接ケアを担う介護職への指導が

適切に行われているかどうか も検討する必要がある。職

員への意識調査では不満があるが74。0%に 対 し、満足感

があるが約90%で 矛盾が見 られた。また、業務の疲労感

はほぼ全員があると回答 してお り、業務改善の必要性が

示唆された。
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